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医師・薬剤師の看護記録の活用における情報共有の現状と
　　　　　　　看護師との協働に対する意識調査
はじめに
　看護師は24時間体制で患者と関わり、患者の言
動や日々の看護行為を記録している。佐藤らは、「診
療情報は医療専門職問の協同作業（チーム医療）を
推進する媒体として位置づけられ、他職種が異なっ
た視点から患者の容態を観察し、それに対する医療
行為のプロセスを多角的に表現することが確実、安
全、効果的かつ効率よい医療の推進につながる」1）
と述べている。看護師は医師や薬剤師が直接得られ
ない患者の情報を把握していることも多く、看護記
録は重要な情報源となると考えられる。しかし、当
病棟の現状として、薬剤師がフローシートや看護計
画、叙述など様々な看護記録にも目を通す姿を見か
けることはあるが、医師がフローシート以外に目を
通す姿をほとんど見かけることがない。そのため、
看護記録が一つの指標として重要な位置づけには
なっておらず、患者の意向が医師に十分屈いていな
いのではないかと推測する。チーム医療としての連
携を円滑に図るための手段として、看護記録が医師・
薬剤師にとってどのような位置づけにあり、現状と
してどの程度看護記録に目を通しているかを把握し、
意識調査を行いたいと考えた。
1研究の目的
　1．医師・薬剤師の看護記録の使用度と必要度を
　明らかにする。
　2．医師・薬剤師の看護師との協働に対する意識
　を明らかにする。
　3．医師及び薬剤師の看護記録の使用度・必要度、
　また看護師との協働の違いを明らかにする。
皿研究方法
　1．調査対象：16階東に勤務する医師で研究の協
　　力が得られた医師42名（研修医も含む）、病棟
　勤務の薬剤師　22名
　2．期間：平成21年11月～平成21年12月まで
　3．方法：質問紙による留め置き調査
　4．質問紙：看護記録を次の5つに分類した。「看
　護基礎情報一成人用」「入院なさる方へ、お伺い
　　したいこと」「査定・問題リスト・看護計画」「フ
　　ローシート」「叙述」。
　　　それぞれの使用度（よく見る、少し見る、あ
　　まり見ない、全く見ない）と必要度（すごく必
　要、少し必要、あまり必要ない、全く必要ない）
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　について、4段階で自作の質問用紙を作成した。
　　看護師との協働については、先行研究2）で使
　用された指標を用い、質問紙を作成。
　1）看護師と協力して患者のケアがよりよいも
　　のとなるようにしている
　2）患者のことについて看護師とコミュニケー
　　ションをとっている
　3）看護師とともに患者の健康の回復に力を注
　　いでいる
　4）患者に対する医療の責任は看護職と医師・
　　薬剤師の三者でとっている
　5）看護師と患者のことについて一緒に考えて
　　計画する
　6）医師と薬剤師、看護師とで意見が違う場合
　　は互いに話し合って解決するようにしている
　7）治療方針は看護師・医師・薬剤師とで検討
　　している
　8）患者や家族の素直な気持ちを聞いた時は看
　　護師に伝え情報を共有している
　について、（いつもしている、時々している、た
　まにしている、あまりしていない、していない）
　5段階で調査。
5．分析方法：質問紙を集計し、医師・薬剤師の看
　護記録の使用度・必要度、また協働に対する意
　識について比較、分析した。
皿倫理的配慮
　本研究を依頼するにあたり、東京医科大学の医学
倫理審査に申請し承諾を得た後、16階東を担当する
医師、病棟で勤務する薬剤師に研究の趣旨・内容・
方法を口頭、紙面で説明し、同意を得た。
　質問紙は無記名、対象者のプライバシーは一切公
表しないこと、研究の参加や中断は自由意志である
こと、それによって何ら不利益を被ることはないこ
と、データは研究者以外取り扱わないこと、機密保
持のため厳重に保管・管理し、本研究以外には用い
ないことを保障し、了解を得た上で実施した。
IV結果
　1．回答者の背景
　　回収部数：医　師　42名（回収率100％）
　　　　　　　薬剤師　22名（回収率100％）
　2．アンケー一一ト結果
　　1）使用度・必要度について　（表1，2）
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　　「看護基礎情報一成人用」の使用度におい
て、「よく見る」と回答した医師が69％、薬
剤師は82％を占めた。必要度においては、「す
ごく必要」と回答した医師が88％、薬剤師が
82％であった。
　　「入院なさる方へ、お伺いしたいこと」に
おいては、「よく見る」、「少し見る」と回答
した医師は71％を占め、必要度においても
「すごく必要」、「少し必要」と回答した医師は
95％と高い割合を占めたが、薬剤師において
は、「よく見る」、「少し見る」と回答した人は
41％、必要度において「すごく必要」、「少し
必要」と回答した人は54％であった。
　　「査定・問題リスト・看護計画」において
は、「よく見る」、「少し見る」と回答した医師
は45％、必要度において「すごく必要」と回
答した医師は42％であった。薬剤師において
は、「よく見る」、「少し見る」と回答した人は
90％、必要度において「すごく必要」、「少し
必要」と回答した人も95％と高い割合を占め
た。
　　「フローシート」の使用度において、「よく
見る」と回答した医師が90％、薬剤師は82％
を占めた。必要度においては、「すごく必要」
と回答した医師が93％、薬剤師が90％であっ
た。
　　「叙述」においては、「よく見る」と回答し
た医師は19％、薬剤師は73％であった。必
要度において「すごく必要」と回答した医師
は55％、薬剤師は73％であった。
2）看護記録の使用度・必要度における医師・
薬剤師の相違
　　ウィルコクスンの順位和検定の結果、看護
記録の使用度について、「入院なさる方へ、お
伺いしたいこと」は薬剤師より医師の方が有
意に高かったが（p〈0．05）、「叙述」は医師
より薬剤師の方が高かった。（p〈0．01）
　　必要度については、「入院なさる方へ、お
伺いしたいこと」、「フローシート」は薬剤師
より医師の方が高かった。（p〈OD1）（表3、4）
3）看護師との協働について　（表5）
　　「看護師と協力して患者のケアがよりよい
ものとなるようにしている」、「患者のことに
ついて看護師とコミュニケーションをとって
いる」、「看護師とともに患者の健康の回復に
力を注いでいる」、「患者に対する医療の責任
は看護職と医師・薬剤師の三者でとっている」、
「看護師と患者のことについて一緒に考えて計
画する」、「医師と薬剤師、看護師とで意見が
違う場合は互いに話し合って解決するように
している」、「患者や家族の素直な気持ちを聞
いた時は看護師に伝え情報を共有している」
について、いつもしている、時々していると
回答した医師、薬剤師が多数を占めたが、「治
療方針は看護師・医師・薬剤師とで検討して
いる」においては、時々している、たまにし
ていると回答した医師・薬剤師が多数であっ
た。
4）看護師との協働における医師・薬剤師の相
違
　　ウィルコクスンの順位和検定を行ったとこ
ろ、医師、薬剤師共に看護師との協働に対す
る意識は高く、有意差は認めなかった。（表5）
V考察
　アンケート結果より、医師、薬剤師共に「看護基
礎情報一成人用」の使用度、必要度は高く、両者にとっ
て重要な情報源となっていることがわかった。
　「入院なさる方へ、お伺いしたいこと」においては、
医師の方が使用度、必要度共に高い結果となった。
当病棟の現状から、医師は治療において、より患者
を取り巻く生活環境、個別性など情報を得る必要が
あると考えられる。そのため、患者の日常生活や性格、
趣味、嗜好などの情報を得ることで、治療方針や患
者への対応に役立てているのではないかと考察する。
　「査定・問題リスト・看護計画」においては薬剤師
の方が使用度、必要度共に高かったが、検定結果で
は有意差は認めなかった。医師は、これらの項目が
直接仕事の参考にならないという意見が多数であっ
たため、薬剤師と比較し低かったのではないかと考
える。薬剤師にとっては、治療以外で、看護師がど
のような看護計画を立案し、日々患者と関わってい
るのかを把握した上で、服薬指導を実施したり、薬
剤について検討したりしているのではないかと考え
られる。
　「フローシート」は薬剤師より医師の方が必要とし
ているとの結果だった。医師は、「フローシート」か
ら患者のバイタルサインや症状の有無、程度、臨時
薬の使用状況などのタイムリーな情報を得て、内服
や点滴を処方したり、食事を開始する時期を検討し
たりするなど、患者の現在の身体状態を把握するた
めには、必要不可欠な情報源になっているのではな
いかと考えられる。
　「叙述」においては、医師より薬剤師の方が必要と
しているとの結果が出た。当病棟の現状として、医
師はその日の患者の状態や患者の発言を、口頭で直
接看護師から報告を受けることが多く、叙述に目を
通す必要性が低いと考えられる。薬剤師は、看護師
から症状と薬剤の関係性、副作用等、薬関係の相談
は受けることが多いが、患者の発言や状態の報告を
逐一受けるわけではないため、叙述から情報を得る
ことが多いと考える。
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　看護記録の使用度、必要度の質問結果を通し、医師、
薬剤師共にそれぞれの医療行為に直接役立つ情報源
を選んで利用していることがわかった。
　「看護師との協働」においては、医師、薬剤師に看
護師との協働の違いはなく、意識は高かった。宇城
らは、「自分たちがどのような意見や考えをもつのか
発言し行動することが重要である。相応の専門的知
識を向上させることや医師の指示の妥当性を検討し
あうなどの自律的態度が重要である」2）と述べてお
り、医師と共に治療やケアの計画立案や問題解決を
一緒に行うなど協調的な関係性を高めることが大切
であると考える。そのために、互いの情報を共有す
ることが重要であり、そのtつのツールとして、看
護記録の果たす役割は大きいといえる。
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VIまとめ
　1．医師・薬剤師の看護記録の使用度と必要度は、
　　医師、薬剤師共に医療行為に直接役立つ情報源
　　を選んで利用していることが明らかになった。
　2．医師・薬剤師の看護師との協働に対する有意
　　差はなく、共に意識は高いことがわかった。
表1　看護記録の使用度について
よく見る（％） 少し見る（％） あまり見ない（％） 全く見ない（％）
医　師 69％ 29％ 2％ 0％
看護基礎情報成人用
薬剤師 82％ 18％ 0％ 0％
医　師 47％ 24％ 24％ 5％入院なさる方へ、
ｨ伺いしたいこと 薬剤師 14％ 27％ 32％ 27％
医　師 5％ 40％ 48％ 7％査定・問題リスト・
ﾅ護計画 薬剤師 50％ 41％ 4％ 5％
医　師 90％ 10％ 0％ 0％
フローシート
薬剤師 82％ 18％ 0％ 0％
医　師 19％ 55％ 21％ 5％
叙述
薬剤師 73％ 23％ 0％ 4％
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表2　看護記録の必要度について
すごく必要（％） 少し必要（％） あまり必要ない（％） 全く必要ない（％）
医　師 88％ 10％ 2％ 0％
看護基礎情報成人用
薬剤師 82％ 18％ 0％ 0％
医　師 55％ 40％ 5％ 0％入院なさる方へ、
ｨ伺いしたいこと 薬剤師 13％ 41％ 32％ 14％
医　師 41％ 53％ 3％ 3％査定・問題リスト・
ﾅ護計画 薬剤師 91％ 4％ 5％ 0％
医　師 93％ 7％ 0％ 0％
フローシート
薬剤師 91％ 4％ 5％ 0％
医　師 55％ 33％ 10％ 2％
叙述
薬剤師 73％ 27％ 0％ 0％
表3　使用度についての検定結果
医　師 薬剤師
使用度
平均 標準偏差 平均 標準偏差 W値
看護基礎情報成人用 3．66 0．08 3．81 0．08 1304
入院なさる方へ、お伺いしたいこと 2．90 0．12 2．27 0．22 551＊
査定・問題リスト・看護計画 2．42 0．10 3．00 0．19 1183
フローシート 3．85 0．06 3．81 0．08 688
叙述 2．80 0．12 3．63 0．15 1098＊＊
＊P〈O．05 ＊＊o　〈　O．Ol
表4　必要度についての検：定結果
医　師 薬剤師
必要度
平均 標準偏差 平均 標準偏差 W値
看護基礎情報成人用 3．87 0．05 3．95 0．2！ 1313
入院なさる方へ、お伺いしたいこと 3．41 0．11 2．54 0．19 451．5＊＊
査定・問題リスト・看護計画 3．07 0．11 3．36 0．16 1232
フローシート 3．92 0．04 3．86 0．09 660＊＊
叙述 3．19 0．11 3．72 0．09 1179
＊P〈O．05 ＊＊o　〈　O．Ol
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